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聖隷クリストファー大学に対する大学評価（認証評価）結果 

 

 

 

Ⅰ 評価結果 

 

評価の結果、貴大学は本協会の大学基準に適合していると認定する。 

認定の期間は2024（平成36）年３月31日までとする。 

 

Ⅱ 総 評 

貴大学は、1949（昭和 24）年に静岡県浜松市北区三方原町に創立された遠州基督学

園を母体とし、その後は聖隷クリストファー看護大学への改変を経て、2002（平成 14）

年に、聖隷クリストファー大学に改称した。現在は、看護学部、社会福祉学部、リハ

ビリテーション学部の３学部、それぞれの学部を基礎とした博士前期課程及び博士後

期課程として、看護学研究科、社会福祉学研究科、リハビリテーション科学研究科を

設置し、2007（平成 19）年には助産学専攻科を開設している。 

貴大学は、キリスト教精神による「生命の尊厳と隣人愛」を建学の精神として、看

護、社会福祉、リハビリテーションの各領域の専門職業人を養成することを主軸に、

教育・研究活動を展開している。 

2006（平成 18）年度に大学の長期の経営計画である「聖隷クリストファー大学グラ

ンドデザイン（2007～2016 年度）」を策定し、2009（平成 21）年度に本協会で大学評

価（認証評価）を受けた後、2011（平成 23）年度の中間見直しの際に、「保健医療福

祉分野における大学像及び本学が養成する高度専門職者像」をより明確化した。同時

に、2011（平成 23）年度の自己点検・評価を起点にしたグランドデザインの後半５年

間の見直しがなされ、グランドデザインの「第２ステージ」が策定されている。内部

質保証のシステム構築については、「教育の質保証のＰＤＣＡサイクル」「事業計画に

基づくＰＤＣＡサイクル」「チェックリストによるチェック」を３つの柱とする自己点

検・評価体制を整備し、「大学自己点検・評価運営委員会」が中軸部署と定められた。 

貴大学の取組みとしては、社会連携・社会貢献の方針を「保健医療福祉に関する知

的資源を地域に還元し、地域の保健医療福祉の質の向上に寄与する」ことと定め、保

健福祉実践開発研究センターを中心に、地域の教育機関、職能団体、社会福祉施設、

医療機関、行政等々との共同研究事業、専門職の研修や一般市民への学習機会の提供

として公開講座の実施や各種研修会への講師派遣、各種審議会への教員の派遣などを

行い、地域社会における保健医療福祉の課題解決に貢献するとともに、地域の専門職

の資質向上につながっていることは高く評価できる。 
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他方で課題としては、「教育内容・方法・成果」の学位授与方針（ディプロマ・ポ

リシー）において、大学の理念・目的に対して、大学全体や研究科全体としてはふさ

わしい内容となっているものの、学部・研究科ごとに定めておらず、教育課程の編成・

実施方針（カリキュラム・ポリシー）についても、教育内容や方法に関する基本的な

考え方が示されていない。また、社会福祉学部においては、2016（平成 28）年４月の

履修規程の改正により、１年間に履修登録できる単位数の上限が 60 単位に設定された

が、単位制度の趣旨に照らすと単位数が高い。さらに、看護学研究科においては、専

門看護師コースの課題研究論文審査基準が明文化されておらず、学生に明示されてい

ない。これらについては改善が望まれる。 

「学生の受け入れ」では、社会福祉学部の過去５年間の入学定員に対する入学者数

比率及び収容定員に対する在籍学生数比率が低く（特に同介護福祉学科）、リハビリテ

ーション学部理学療法学科は高い。また、社会福祉学部社会福祉学科の編入定員に対

する編入学生数比率が低い。大学院では、収容定員に対する在籍学生数比率は社会福

祉学研究科博士前期課程が低く、看護学研究科博士後期課程は高い。これらも改善が

望まれる。 

 

Ⅲ 各基準の概評および提言 

１ 理念・目的 

＜概評＞ 

貴大学は、キリスト教精神による｢生命の尊厳と隣人愛｣を建学の精神とし、｢看

護・リハビリテーション・福祉の知識と技術を併せもつ人間教育を基本理念｣とし

ている。この教育理念のもと、大学の人材養成の目的は、大学学則に｢キリスト教

精神による生命の尊厳と隣人愛に基づき人格を陶冶するとともに、広い知識と深い

専門の学芸を教授・研究し、保健医療福祉分野の看護、リハビリテーション及び福

祉の専門職業人を育成して、人類の健康と福祉に寄与することを目的とする｣と明

示している。大学院については、大学院学則に｢建学の精神であるキリスト教精神

による『生命の尊厳と隣人愛』に基づき、看護学、リハビリテーション科学、社会

福祉学の高度かつ専門的な理論及び応用を教授研究し、深奥な学識と研究能力を養

い、保健医療福祉に関わる専門教育の向上・発展に寄与するとともに人々の健康・

安寧と福祉に貢献することを目的とする｣と定めている。さらに、学部・学科及び

研究科・課程ごとに、人材養成に関する目的と目標の詳細が｢聖隷クリストファー

大学・大学院における人材養成に関する目的その他の教育・研究上の目的に関わる

規則｣に明記され、高等教育機関としての目指すべき方向性を明らかにしている。 

貴大学の理念・目的は、大学の『履修要項・シラバス』及び『大学院履修要項・

シラバス』により学生に周知され、１年次生の必修科目の｢聖隷の理念と歴史｣を自
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校史教育の一環として開講している。また、ホームページに掲載して広く社会に公

表しており、教職員には新任教職員向けのオリエンテーションなどで周知が図られ

ている。 

理念・目的の適切性の検証は、看護学部は領域会議や学部運営会議、社会福祉学

部は教育課程の改正等の機会に学科会議、リハビリテーション学部は『履修要項・

シラバス』の作成時や教育課程の見直しに際して、学部教務委員会や学部運営会議

等で学部ごとに取り組んでいる。大学院は 2011（平成 23）年度の研究科の組織改

編時に教育研究組織と理念・目的の適切性を検証している。大学としての理念・目

的の適切性の検証は、大学自己点検・評価運営委員会により『自己点検・評価報告

書』のとりまとめを通じてなされ、大学部長会そして学長を経て、法人の大学企画

調整会議や執行役員会に報告されている。なお、大学としての各学部・研究科の理

念・目的の定期的な検証作業の必要性が認識されているので、検証を担当する責任

部署、権限、手続等のシステムの一層の明確化を期待したい。 

  

  

２ 教育研究組織 

＜概評＞ 

貴大学は、看護学部（看護学科）、社会福祉学部（社会福祉学科、介護福祉学科、

こども教育福祉学科）、リハビリテーション学部（理学療法学科、作業療法学科、

言語聴覚学科）を設置している。大学院は、各学部を基礎とする看護学研究科（博

士前期課程、博士後期課程）、リハビリテーション科学研究科（博士前期課程、博

士後期課程）、社会福祉学研究科（博士前期課程、博士後期課程）を設置し、貴大

学の理念・目的の達成にふさわしい教育研究組織といえる。さらに、助産学専攻科

や社会貢献、地域との連携・協働による課題解決を行う組織として「保健福祉実践

開発研究センター」を設置しており、建学の精神に基づいたうえで、学術の進展、

社会の要請に応えた編成となっている。 

教育研究組織の適切性の検証については、各学部・研究科と法人の大学企画調整

会議において現状分析、問題の発見、解決策の検討が行われ、具体的な問題点に対

する改善策の検討は学部長主宰の学部運営会議等で行っている。そのうえで、学長

主宰の大学部長会で原案が取りまとめられ、教授会において意見を聞き、その後は

大学部長会、執行役員会の審議を経て、理事会において決定する手続きとなってい

る。これらの検証体制により、2016（平成 28）年の収容定員の変更を決定するなど、

大学全体として検証プロセスを機能させている。 
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３ 教員・教員組織 

＜概評＞ 

大学・大学院において教員に求める能力・資質等は、「建学の精神及び教育理念・

目的を理解し職位にふさわしい人格を有する者」と定められており、大学設置基

準・大学院設置基準における必要専任教員数は満たされている。また、専任教員資

格審査内規をはじめ、専任教員採用・昇進に関する規程、大学院研究指導教員等資

格審査基準、役職ごとの昇任基準が定められている。これらの方針や教育課程に応

じて、学部から大学院まで各学問分野の教育・研究の一貫性を重視し、年齢構成に

偏りがないように心がけているというものの、65 歳が定年であるにも関わらず、65

歳以上の教員の割合は、他学部に比べて社会福祉学部が高い傾向にある。特任教職

員の任用規程に基づく採用手続きを経ているものの、年齢構成の偏りについては今

後も継続して解消に向かうことが望まれる。なお、教員配置計画は、法人の企画調

整会議において企画立案され、執行役員会において決定されている。 

2016（平成 28）年度よりリハビリテーション学部理学療法学科では募集定員が 10

名増員となるが、完成年度に向けて教員増が計画されている。 

学内における教員組織の連携が、学長主宰、学部長主宰、教授会付属、全学組織、

法人組織の別による各種委員会により有機的に行われている点は評価できる。また、

それぞれの部局ごとの運営においては、教授会、研究科委員会をはじめ、学部運営

会議、学科会議等も整備されている。 

教員の教育研究活動の評価は、学部ではそれぞれの部局ごとに年１回、教員活動

目標シート、教員活動チェックシート、教員活動目標評価シートを用いて行われて

おり、所属長からのフィードバックを基にＰＤＣＡサイクルを機能させる努力を行

っている。また、大学全体で毎年度に夏期教職員研修や学生相談研修を実施し、教

育方法の改善以外の資質向上に努めている。各研究科においては、ファカルティ・

ディベロップメント（ＦＤ）講演会や学内での紀要の発刊にとどまっており、大学

院教員の資質向上に向けた具体的な取組みが望まれる。また、国内留学なども推進

して教員の資質向上に努めているものの、博士の学位を取得している教員数は、大

学全体の半数（単位修得満期退学を含む）であり、さらなる教員の資質向上に努め

るよう改善が望まれる。 

教員組織の適切性の検証については、大学部長会で現状について把握し、法人の

大学企画調整会議で行われている。 

 

 

４ 教育内容・方法・成果 

（１）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方針 
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＜概評＞ 

大学全体 

「学士課程全体に共通する学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）」は定められ

ているが、学部ごとの学位授与方針は定めていないので、改善が望まれる。課程修

了にあたって修得しておくべき学習成果は、「建学の精神である『生命の尊厳と隣

人愛』に基づいた高邁な精神と高い倫理観と保健医療福祉の専門職者として必要な

豊かな教養を身につけている」を含む７項目を定めている。大学院についても、「研

究科共通の学位授与方針」が、前期課程と後期課程について示されているが、研究

科ごとの学位授与方針は定めていない。課程修了にあたって修得しておくべき学習

成果は、博士前期課程では「高い倫理観を身につけ、各学問分野の質の高い実践、

さらに教育・研究の過程に反映することができる」を含む６項目を定め、博士後期

課程では「高い倫理観をもって、質の高い各学問分野の実践、教育・研究に反映す

ることができる」を含む６項目を定めている。 

教育課程の編成・実施方針については、「教育目標・学位授与方針と整合性のあ

る教育課程を編成するために、学部ごと、各年次の到達目標を定め、これをカリキ

ュラム・ポリシーとしている」としており、『履修要項・シラバス』やホームペー

ジで周知・公表している。 

ただし、学部ごとの「教育内容・方法に対する基本的な考え方」を教育課程の編

成・実施方針として明確には読み取れない。大学院についても、研究科の共通性、

連携を重視して、３研究科共通の到達目標を教育課程の編成・実施方針として、博

士前期課程と博士後期課程のそれぞれに定めているが、研究科ごとの「教育内容・

方法に関する基本的な考え方」を教育課程の編成・実施方針として明確には読み取

れない。これらは、各学部・研究科の定める教育目標との整合性にも留意して、改

善が望まれる。 

これらの方針の適切性の検証は、2011（平成 23）年度に教育の質保証のＰＤＣＡ

サイクルを整備し、定期的に検証を行う制度を整備し、2012（平成 24）年度の試行

を経て、2013（平成 25）年度より運用している。学部については、それぞれの学部

自己点検・評価委員長を中心に、学部自己点検・評価委員会、学部運営会議及び教

授会において見直しの検討並びに審議が行われ、研究科については研究科委員会で

検証した結果を大学院委員会に諮る手続きとなっている。 

 

＜提言＞ 

一 努力課題 

  １）学位授与方針は、学部共通・研究科共通のもののみで、学部・研究科ごとに定め

られていないので、改善が望まれる。 
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  ２）各学部・研究科において、教育課程の編成・実施方針は、到達目標として定めて

おり、教育内容や方法に関する基本的な考え方が示されていないので、改善が望

まれる。 

 

 

（２）教育課程・教育内容 

＜概評＞ 

大学全体 

各学部における教育課程の基本的構造は、教養基礎領域と専門領域（看護学部は

専門基礎領域と看護専門領域に再区分）から構成されている。教養基礎領域は、大

学全体の教育基盤となる学部学科横断的な共通の科目（科目構成は、学部・学科に

より一部異なる）である、「聖隷の精神とキリスト教について学ぶ科目群」「学習方

法・コミュニケーションについて学ぶ科目群」「人間・こころ・健康について学ぶ

科目群」「社会・自然について学ぶ科目群」「総合科目」から構成されている。これ

らの授業科目を通じて、幅広い教養と考える力を養い、人間性の涵養を図ることを

目指している。専門領域の授業科目は厚生労働省関係の国家試験に係る指定規則に

沿った教育課程を中心に編成されている。『履修要項・シラバス』によると、看護

学部は「教育課程」において、社会福祉学部は「教育課程概念図」により、リハビ

リテーション学部は「カリキュラム構造図」により、学生の順次性と体系性のある

履修を促している。なお、「専門職連携科目」として「専門職連携の基礎」と「専

門職連携演習」を配置し、「保健医療福祉総合大学」を志向する大学の理念・目的

の具現化に取り組んでいる。 

大学院研究科の前期課程では、教育研究の基盤となる共通科目が研究科の教育課

程に横断的に配置されている。この共通科目は、保健医療福祉の諸科学・諸問題に

ついて初年次段階で理解を深めるために配置され、そのうえで各専門教育課程の基

盤科目、次いで専攻する領域の専門科目の履修に結びつく体系性のある教育課程が

設計されている。なお、研究指導計画は『大学院教務ハンドブック』に示されてい

る。 

学部及び研究科ごとの教育課程の編成・実施方針の適切性の検証については、各

学部及び各研究科段階での検討と実施案のとりまとめがなされ、教授会や研究科委

員会、大学院委員会の審議を経て、大学部長会に報告する手続きとなっている。 

 

看護学部 

授業科目は、教養基礎領域、専門基礎領域、看護専門領域から構成され、初年次

教育として「基礎演習Ⅰ（スチューデントスキル）」と「基礎演習Ⅱ（スタディス
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キル）」が配置されている。また、８つの看護学の学びを統合するための「看護の

統合」では、「看護の倫理」や「看護管理論」に加えて「高度実践看護論」を配置

しており、さらに４年次では「看護学の学習」を統合し、自己の看護観を養うため

の「統合演習」を配置している。実習教育では、前提となる履修要件を設けている

など、学生の順次性・体系的な履修に配慮している。なお、看護師養成のための教

育課程に加え、保健師養成の教育課程、養護教諭養成の教職課程（一種）や助産師

専攻科の教育課程が配置されている。 

教育課程の適切性の検証は、学部運営会議で検討し、教授会で審議し、大学部長

会に報告する手続きとなっている。 

 

社会福祉学部 

授業科目は、対人援助専門職に求められる幅広い教養と考える力を養うため、教

養基礎領域を編成し、専門教育は３学科別に専門基礎科目と専門科目の専門領域を

編成している。 

初年次教育としては、「基礎演習Ⅰ」及び「基礎演習Ⅱ」「フレッシュマンセミナ

ー」の必修科目を設定し、大学で学ぶための基礎的諸能力を高めるとともに、主体

的な学習意欲の向上を図るなどの工夫がみられる。 

専門基礎科目、専門科目については、学科ごとに国家試験受験資格取得のための

科目が段階的に配置され、それぞれの学科内でも学びの指針としてコースやキャリ

ア・プランも設定している。 

学科ごとの教育課程の編成に関して教育目標に沿った教育内容とするよう毎年学

科会議で検討し、共通理解の中で教育課程や授業計画を作り上げている。 

教育課程の適切性の検証は、学科会議及び学部運営会議で検証した結果を教授会

に諮り、大学部長会に報告する手続きとなっている。 

 

リハビリテーション学部 

授業科目は、教養基礎科目、専門基礎科目、専門科目という階層性を持ち、各学

年次の到達目標に基づいて体系的に配置されている。これらの授業科目では国家試

験受験資格に必要な科目が網羅されている。 

臨床実習については、授業で学んだことを臨床現場で体験、統合できるよう３年

次から４年次に配置されている。さらにリハビリテーション専門職の位置づけと隣

接する他職種への理解を促し、対人援助職と連携、協働できる人材を育成すること

を目的に専門職連携の授業科目が１年次及び４年次に配置されている。 

臨床実習の適切性の検証を含め、教育課程の適切性については、学科会議及び学

部運営会議で検証した結果を教授会に諮り、大学部長会に報告する手続きとなって
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いる。 

 

看護学研究科 

前期課程は共通科目、基盤科目そして専門科目（基礎看護学領域等 10 領域）によ

り構成され、修士論文の作成による学位取得を目指すコースとＣＮＳ（専門看護師）

コースに大別される。後期課程は共通科目と専門科目により構成されている。いず

れも、コースワークとリサーチワークを組み合わせた教育課程を編成している。 

教育課程の適切性の検証は、研究科委員会で検証後、大学院委員会で調整し、大

学部長会に報告する手続きとなっている。 

 

リハビリテーション科学研究科 

研究科共通科目の他に、理学療法科学（前期４領域、後期３領域）、作業療法科学

４領域、言語聴覚療法科学（前期３領域、後期２領域）の領域ごとの授業科目が、

コースワークとリサーチワークを組み合わせて配置されたカリキュラムが組まれ

ている。前期課程は、共通科目、基盤科目、専門科目によって構成され、後期課程

は、共通科目、専門科目によって構成されている。専門科目の中には前期「特論」

「特論演習」、後期「特講」「特講演習」が配置され、さらに前期では領域ごとの、

後期では分野ごとの「特別研究」が配置されている。履修方法については『大学院

履修要項・シラバス』で具体例を挙げて説明されており、段階的な学習・研究が行

えるようになっている。 

教育課程の適切性の検証は、研究科委員会で検証した結果を、大学院委員会で調

整し、大学部長会に報告する手続きとなっている。 

 

社会福祉学研究科 

共通科目及び基盤科目は概ね初年次に学習し、これらの幅広い基本的な学識を背

景に専門の研究へと進むこととなっている。専門科目は、前期課程・後期課程とも

社会福祉学分野、児童・家庭福祉学分野、介護福祉学分野の３分野から領域を選択

したうえで、専門性を深めた研究となるように配置されており、コースワークとリ

サーチワークを組み合わせた教育課程を編成している。 

教育課程の適切性の検証は、必要に応じて研究科委員会で検証した結果を、大学

院委員会で調整し、大学部長会に報告する手続きとなっている。 

 

  

（３）教育方法 

＜概評＞ 
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大学全体 

授業形態は大学学則において、講義、実験、演習、実技、実習等が明示されてい

る。学年暦で１年間の授業回数を明示するとともに、それぞれの授業科目で学習効

果を考えた教育方法を採用している。主体的学修を推進するため、全学的にグルー

プ学習、フィールドワーク、プレゼンテーション、ゼミなどを授業に取り入れ、ア

クティブ・ラーニングの導入を進めている。また、リアクションペーパーによる各

回の授業の理解度の把握、前回授業の振り返り、授業時に１人１台のタブレットパ

ソコンを貸与するなどして、教員と学生との双方向性のあるコミュニケーションの

確保などを行っている。これらの取組みは、学生対象の授業アンケート調査による

と、事前学習への積極的な取組み等の学習態度の向上に寄与している。なお、大学

院については、大学院学則に授業科目の別表に教育課程表が掲載され、授業形態が

例示されている。 

2015（平成 27）年度以前は定めがなかった、１年間に履修登録できる単位数の上

限は、2016（平成 28）年度に各学部の履修規程の改正が行われ、看護学部について

は各セメスターで 25 単位、社会福祉学部については各セメスターで 30 単位、リハ

ビリテーション学部は１年次が年間 55 単位そして２年次以上が年間 40 単位に設定

されている。 

大学院研究科の研究指導の体制・方法及びその内容、年間の指導スケジュールは、

『大学院履修要項・シラバス』に記載されている。 

シラバスの様式は統一され、記載事項には授業の目的、到達目標、授業の内容、

評価の方法等が含まれている。また、シラバスはホームページや『履修要項・シラ

バス』により公表されている。評価方法では、評価項目の比率を明確に記入し、多

様な方法により総合的に評価しようと努めている。2013（平成 25）年度には学習時

間調査を実施して、「授業以外の自己学習が少ない」ことが判明し、その結果を踏

まえて「事前・事後学修」の学修内容を記載するよう変更している。ただし、シラ

バスを個別にみていくとその記載には精粗がみられる。再度の学習時間調査による

効果の検証を行うとのことなので、その結果に期待したい。 

シラバスに沿って授業が進められているかどうかについては、授業評価アンケー

トで検証している。授業評価アンケートの結果について全教員がコメントし、ホー

ムページに掲載し、学内外にも公開して学生にも閲覧を促している。ただし、学生

満足度調査からは、授業評価アンケートが授業全体の改善に十分に結びついていな

いことを示している。2014（平成 26）年度に新たに施行した「授業評価実施規程」

で定めた内容の検証を、今後も継続的に実施し、改善につなげることが望まれる。 

入学前の既修得単位の認定は、検定試験の単位認定及びその他の教育機関の学修

に対する単位認定ともに、学部教授会の議を経ることとし、その上限は「60 単位を
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超えないものとする」と学則に定めている。 

教育内容・方法等の改善を目的とした組織的研修は、ＦＤ委員会が所管し、全学

的な体制で実施している。教務運営会議及び全学ＦＤ委員会においては、教育活動

結果の評価及び教員の教育指導力開発に重点をおくとともに学外のＦＤ活動に積

極的に参加するように努めている。 

 

看護学部 

看護学部では、講義、演習、実習の授業形態の体系的な編成により学習効果を高

める工夫がみられる。「看護専門領域」では演習科目の比重を高め、看護実践能力

の強化を図っている。また、学生の主体的学習の促進のため、グループワーク、フ

ィールドワーク、プレゼンテーション、ゼミ、事例検討などを導入している。看護

学実習では、領域ごとに実習要項を作成し、学生の個別性を重視した指導体制を構

築するとともに、臨床教授制度により専門職教育の充実を図っている。 

シラバスは、「作成要領」に基づき、授業科目の到達目標、授業内容、評価方法等

が記述されている。『履修要項・シラバス』を活用し、年度初めに教務・実習委員

会による、全学生対象の科目選択や履修計画のガイダンスを行っている。 

成績評価と単位認定は履修規程に基づき、定期試験、レポート、小テスト等によ

り科目責任者が行うが、単位認定は最終的には教務委員会において審議され教授会

において決定される。 

教員の教育力向上と授業の改善を目指して、研修会や勉強会の年間計画を立てて

実施しており、2014（平成 26）年度にはピアレビューに焦点を当てた評価方法の実

施を検討し、2015（平成 27）年度ではコメントシートや改善シートの活用、「看護

教員のためのＦＤマップ」を活用した改善に取り組んでいる。学生による授業評価、

実習評価を実施し、授業に対する学生満足度は高まっていることを確認している。 

シラバスに基づいた履修指導、授業展開に努めており、授業アンケートによって、

シラバスの適切性を確保しようとしている。また、教務運営会議や全学ＦＤ委員会

を中心に教育内容や方法の改善に努めている。 

 

社会福祉学部 

社会福祉学部では、対人援助職を目指す学生にとって、講義で学んだ知識や技術

を演習で実際に試し、さらに実習やインターンシップでそれらを対人援助の場で知

識と技術を統合し身につけることを目的に各授業科目が配置されている。 

全授業科目に対してシラバスが作成され、講義内容、評価方法が明記されている。

シラバスの内容は学科長及び教務委員がチェックし、必要に応じて修正が求められ

ている。授業展開について「学生による授業評価」により、授業改善に向けた取組
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みが行われている。全学ＦＤに加えて、学部ＦＤも積極的に行われており、授業改

善の一役を担っているといえる。 

前回の大学評価時に指摘された事項について、2016（平成 28）年４月から、１年

間に履修登録できる単位数の上限が履修規程に定められたが、各セメスター30 単位、

年間 60 単位と高く設定しているので、単位制度の趣旨に照らして、改善が望まれ

る。 

 

リハビリテーション学部 

リハビリテーション学部では、将来、リハビリテーション専門職者が身につける

べき能力を見据えて、積極的にアクティブ・ラーニングやグループ学習、ＩＣＴ

（Information and Communication Technology）を活用した e-learning が取り入

れられている。また、大学が所属する「聖隷グループ」の病院・施設を実習の基幹

施設として臨床教育が展開されている。理学療法学科では臨床実習に「Clinical 

Clerkship」を取り入れ、臨床能力を修得できるよう工夫している点は評価できる。 

アドバイザー教員、学科長、教務・実習委員会が連携して、学生個々の問題に対

応できる支援体制が構築されており、学習支援が必要な学生に対する上級生のピア

サポートは評価できる。 

シラバスは学科の教務委員、教務委員長、学部長が確認を行い、『履修要項・シラ

バス』やホームページで公開している。シラバスに基づいて授業が展開できている

かどうかについては「学生による授業評価」に項目を設けて評価され、また、在学

生の満足度調査でも評価されている。「（満足指数－不満足指数）」（満足指数＝大変

満足％+やや満足％×0.5、不満足指数＝非常に不満足％+やや不満足％×0.5）で計

算される満足度指数を用いた分析で、学部の満足度指数は 36.6 と満足している学

生が多い結果となっている。 

授業評価は授業開講時期の中間で行い、評価後の授業へ評価結果を生かすなどの

工夫がなされている。また、科目責任者のコメントをホームページで公開し、学生

からの一方通行の評価に終わらない工夫がされている。しかし、学生からのコメン

トでは「中間評価などがその後の授業に生かされていない」などのコメントもあり、

さらなる改善が望まれる。また、2014（平成 26）年度からピアレビューが行われて

いる点は評価できるが、今後、さらなる成熟が期待される。 

教育内容・方法等の改善を図るために、学部ＦＤ委員会を設置しており、恒常的

にＦＤ勉強会を実施して、授業改善の向上に努めている。 

 

看護学研究科 

教育方法として教育課程表に基づいて、講義、演習、実習の授業形態を採用し、
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研究指導に関する授業科目では副指導教員を配置し複数教員による指導体制によ

り学習効果の向上を図っている。また、ＣＮＳ（専門看護師）コースでは、看護実

践能力を高めるために高度実践看護師教育課程の基準に準拠して、事例検討、討議

セミナーなど多様な教育方法を展開している。 

シラバスの様式は統一されており、授業評価を実施してシラバスと授業内容の整

合性を確認している。授業の評価結果は大学院ＦＤ担当教員が確認後、担当教員の

教育改善へつなげるとともに、研究科委員会でも検討し、教育内容と方法の改善に

努めている。 

 

リハビリテーション科学研究科 

それぞれの授業科目の到達目標に応じ、講義、演習、発表、グループディスカッ

ション、個別指導などさまざまな形態があり、それぞれの授業科目のシラバスで明

示している。特別研究に関する在学期間中のスケジュールは、『大学院教務ハンド

ブック』に示されており、計画的に論文作成に向けた指導を受けられるようになっ

ている。また、シラバスに基づき授業及び授業評価が行われており、各授業科目の

内容については、シラバス作成時に研究科長が教育課程にふさわしい内容になって

いるか確認している。 

成績評価については、大学院学則にて規定され、修了要件等も明示している。 

教育内容・方法等の改善については、研究科委員会において検討され、ＦＤサロ

ンで大学院学生の意見を取り入れる仕組みも整えている。 

 

社会福祉学研究科 

それぞれの授業科目の到達目標に応じ、講義、演習、発表、グループディスカッ

ション、個別指導などさまざまな形態を用いて目標達成を図っている。 

単位認定については、規程とシラバスに表記した評価方法を遵守し、成績評価を

行っている。 

教育内容･方法等の改善に向けた取組みとして、研究科委員会開催時に必要に応じ

てそれぞれの教員が指導する大学院学生の受講状況や研究論文の進捗状況を報告

し合い、授業内容の改善に努めている。 

 

＜提言＞ 

一 努力課題 

  １）１年間に履修登録できる単位数の上限が社会福祉学部では 60 単位と高いので、単

位制度の趣旨に照らして、改善が望まれる。 
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（４）成果 

＜概評＞ 

大学全体 

学部の卒業認定の要件は大学学則に、大学院の修了と学位授与の要件は大学院学

則及び学位規程により定められている。これらは、学部については『履修要項・シ

ラバス』に「卒業要件」の説明及び関連規程としての大学学則の掲載により学生に

示している。大学院については『大学院履修要項・シラバス』に各研究科の課程ご

とに説明がなされている。大学院の学位授与のための論文審査基準は『大学院履修

要項・シラバス』により、前期課程及び後期課程ともに明示している。 

卒業判定については、教務委員会の審議ののち、教授会での議を経て学長が認定

する。 

学習成果を測定するための評価指標の開発については、「学生の学修成果は、単

位の修得数、ＧＰＡ（Grade Point Average）、資格取得状況、就職・進学状況によ

って測定でき、学習の成果は上がっている」としている。その根拠は、「就職内定

率という数値の高さだけではなく、学生の就職希望先並びに就職内定先のほとんど

が、本学の各学部・学科の教育目標に沿った保健医療福祉の専門職であることは好

ましい傾向」と判断している。 

 

看護学部 

教育課程修了時の学生の学習成果については、単位の修得数、ＧＰＡ、資格取得

状況、就職・進学状況により行うとして、国家試験合格率は、2014（平成 26）年度

新卒者では看護師国家試験 100％、保健師国家試験 96.9％である。就職率は過去３

年間、すべて 100％と一定の成果を上げている。また、評価指標のうちＧＰＡにつ

いては、「通算 2.4～2.5 を示し（平均 80 点を示し）ていることから教育目標に到

達できている」と判断している。 

   

社会福祉学部 

学習成果を測定するための評価指標については、卒業生の一定の就職率が確保さ

れており、社会福祉国家試験合格率は近年上昇傾向にあり、精神保健福祉士国家試

験合格率も高い水準を保っていることから、一定の成果の確認が図れる。 

毎年セメスター開始時に教務委員による履修ガイダンスを行い、単位未修得の学

生については個別の相談を実施している。教育目標、ＧＰＡ、単位の修得数、国家

試験の合格率、就職状況等が整備されているので、今後、教育効果向上のために組

織的に活用し、教育活動の点検を行うことが望まれる。 
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リハビリテーション学部 

学生の学習成果は、各セメスター終了時に到達状況、ＧＰＡ、単位の修得数、国

家試験の合格率、就職・進学状況、卒業率により多面的に評価している。とくにＧ

ＰＡ1.5 未満の学生は、成績不良者と判断し、教員による学習支援を実施している。 

国家試験の合格率も概ね 90％台後半から 100％と全国平均を上回り、一定の学習

成果があったものと判断できる。しかし、言語聴覚学科では 2014（平成 26）年度

の国家試験合格率が急激に下がっており、原因分析と改善方法の検討が望まれる。

また、同学科では卒業率も低くなっており、原因の究明と学内教育の改善への取組

みが求められる。 

就職率は 100％であると同時に、満足度調査結果の「学生の態度やマナー」に関

するほとんどの項目が向上しており、建学の精神である「隣人愛に根差した倫理

観・行動力を養う」という教育目標の到達度を判定する一つの評価指標として成果

が示されている。 

教育目標として掲げている「国際的視野を持ってリハビリテーションの実践がで

きる基礎能力を養います」については、海外研修制度を設定しているにもかかわら

ず、希望者が減少していることから、カリキュラムの検証を含め海外研修制度の位

置づけについての検討が望まれる。 

 

看護学研究科 

修士の学位論文の審査基準や審査体制等の一連の手続きは、『大学院履修要項・シ

ラバス』に掲載して、周知・公表している。ただし、ＣＮＳ（専門看護師）コース

の「課題研究論文」については、審査基準や審査体制、手続きを「修士論文審査基

準」に準じて行っているので、それとは別に定めて学生に明示するよう、改善が望

まれる。 

博士論文の審査は予備審査と本審査の２段階で行われ、博士論文の審査には最終

試験委員会は５人で構成し、２ヶ月半程度の期間をかけて、丁寧に審査している。

博士の学位論文の審査体制や審査基準及び一連の手続き等については、『大学院履

修要項・シラバス』に記載され、学生への周知が図られている。 

 

リハビリテーション科学研究科 

特別研究の内容と進行プロセスは、『大学院履修要項・シラバス』に示され、また、

これらのプロセスの具体的な基準、手順は「博士の学位審査に関する内規」、「博士

論文審査基準／修士論文審査基準」等で規定されており、「研究論文評価表」を用

いて評価されている。 
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学習成果については、授業評価、満足度調査のみで判断されているが、前期・後

期課程の修了状況についても検証するよう改善が望まれる。 

 

社会福祉学研究科 

特別研究の内容と進行のプロセスは、『大学院履修要項・シラバス』に示すととも

に、オリエンテーションにおいて詳細な説明を行っている。博士論文の審査及び最

終試験委員会は、５人の研究指導教員で構成し、２ヶ月半程度の期間をかけて、丁

寧に審査している。学位授与は、学位授与方針に基づく修了要件を踏まえ、『大学

院履修要項・シラバス』に示した手続きに従って、公平・公正な審査に取り組んで

いる。 

学生の学習成果を測定するための指標としては、授業評価を活用している。 

 

＜提言＞ 

一 努力課題 

  １）看護学研究科のＣＮＳ（専門看護師）コースにおいて、特定の課題についての研

究の成果を審査する基準が明文化されていないので、課程ごとに『大学院履修要

項・シラバス』などに明記するよう、改善が望まれる。 

  

  

５ 学生の受け入れ 

＜概評＞ 

学部・研究科ごとに学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を定め、

各学部・研究科の求める学生像や入学者が修得しておくべき知識等を、ホームペー

ジや各学部の『学生募集要項』『入試ガイド』を通じて公表している。 

入学者選抜方法については、文部科学省から通知される「大学入学者選抜実施要

項」に沿って毎年の入学試験要項を作成し、学部教授全員で構成される入学者選抜

委員会で決定している。看護学部は 10 の入試種別、社会福祉学部は 12 の入試種別、

リハビリテーション学部は６の入試種別で構成されており、小論文と面接を課すな

ど、工夫を凝らしている。 

定員管理については、過去５年間の入学定員に対する入学者数比率の平均及び収

容定員に対する在籍学生数比率が、社会福祉学部は低く（特に介護福祉学科）、リ

ハビリテーション学部理学療法学科は高いので、是正されたい。編入学定員につい

ては、看護学部及び社会福祉学部が、編入学定員に対する編入学生数比率が低かっ

たものの、2016（平成 28）年度から、看護学部は編入学制度を廃止し、社会福祉学

部は編入学定員を 10 名から５名に見直して改善に努めている。看護学研究科は、
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博士後期課程の収容定員に対する在籍学生数比率が高く、社会福祉学研究科は、博

士前期課程の収容定員に対する在籍学生数比率が低いので、改善が望まれる。 

年度当初に行われる各学部の入学者選抜委員会、各研究科委員会において、入学

者選抜が学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に実施されているかについて、

検証を行った上で次年度の入学者選抜要項を決定している。同じく入学者選抜委員

会において、各入試の実施要領、面接要領の見直しの際にも検証が行われている。 

 

＜提言＞ 

一 努力課題 

  １）編入学定員に対する編入学生数比率について、社会福祉学部社会福祉学科が 0.25

と低いので、改善が望まれる。 

  ２）大学院における収容定員に対する在籍学生数比率について、社会福祉学研究科博

士前期課程が 0.40 と低く、看護学研究科博士後期課程が 2.13 と高いので、改善

が望まれる。 

 

二 改善勧告 

  １）社会福祉学部において、過去５年間の入学定員に対する入学者数比率の平均及び

収容定員に対する在籍学生数比率が、それぞれ 0.80、0.75、同介護福祉学科では、

それぞれ 0.41、0.35、同社会福祉学科は収容定員に対する在籍学生数比率が 0.84

と低い。また、リハビリテーション学部理学療法学科において、過去５年間の入

学定員に対する入学者数比率の平均及び収容定員に対する在籍学生数比率が、そ

れぞれ 1.26、1.28 と高いので、是正されたい。 

 

 

６ 学生支援 

＜概評＞ 

貴大学がグランドデザインの第２ステージに掲げる９つの重点課題のうち、「４.

学習力の向上」「５.学生支援の充実」「６.就職力向上と人材の供給」を学生支援に

関する方針として位置づけている。重点項目ごとに基本目標と行動目標を設定し、

年度ごとの事業計画の策定、中間評価、最終評価を行っている。評価結果は全教職

員にも公表している。また、学生支援に関する概要は『キャンパスライフ』『就職

ガイドブック』などに掲載し、ホームページにも公開している。2013（平成 25）年

度から学生支援に関する組織を「スチューデントプラザ」として一つのフロアに集

約し連携を図っている。また「アドバイザーに関する規程」に基づき、学生一人ひ

とりに相談・助言・指導を行うアドバイザー教員を配置し、学習、生活、進路支援
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を事務組織と協力して支援を行っている。 

修学支援としては、入学時オリエンテーションやアドバイザー教員による相談時

間の設定、オフィスアワーによる相談などを行っている。入学準備学習で大学教育

への接続を図り、基礎演習等の初年次教育で学びの導入となる力を身につけさせて

いる。入学後の４月には学科単位で新入生セミナーを実施し、初年次における学生

相互及び学生と教職員間の親睦を深めている。卒業延期者、休・退学者対応として、

アドバイザー教員、学部長、保護者との確認面談を行っている。学生の抱える問題

や状況によって、教務委員会や学生委員会が継続的な支援を行っている。障がいが

ある学生への支援は入学前からアドバイザー教員、教務委員会、関連事務局が連携

して対応をしている。経済援助としては大学独自のもの、聖隷グループによるもの、

学外諸機関による奨学金があり、規程に基づき適切に運用されている。 

生活支援は、学生委員会、学生サービスセンター、健康管理センターによる「学

生支援協議会」により、支援施策の検討と情報共有を行っている。学生サービスセ

ンターでは学生生活全般に関する支援を、健康管理センター、学生相談室では学生

の心身の健康に関する支援を行い、希望者には臨床心理士によるカウンセリングも

提供している。ハラスメント対応としては「聖隷学園ハラスメント対策・防止規程」

に基づき、各学部、事務局にハラスメント相談員を置いて、適切な対応を行ってい

る。 

進路支援は、就職支援協議会で基本方針の策定や実施報告を行い、具体的な支援

はアドバイザー教員、就職部教員、就職センター職員が連携して行っている。進路

ガイダンスは各学部・学年で各セメスター開始時に行っている。また、低学年次か

ら働くことに対するイメージを膨らませるために『キャリアガイドブック-先輩の

声-』を作成している。就職センターでは４年次による就職活動報告会、就職先研

究、現職者による就職講演会（全員対象）、公務員対策講座、ＳＰＩ試験対策テス

トなどのプログラムを実施している。そのほか、2014（平成 26）年度からは３年次

必修科目として「キャリアデザイン」を開講し、キャリア形成支援を行っている。 

学生支援の適切性については、法人の企画部が実施する卒業・修了生年次満足度

調査や在学生満足度調査、大学の総務部が実施する保護者満足度調査、教務運営会

議が実施する学修行動調査などの結果を活用し、教務運営会議、学生支援協議会、

就職支援協議会がそれぞれ修学支援、生活支援、就職支援の適切性を検証し、各学

部教授会とも連携しながら大学部長会で学生支援全般についての点検・評価を行っ

ている。 
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７ 教育研究等環境 

＜概評＞ 

教育研究等環境の整備は、「グランドデザイン」や法人事務局の設備整備計画に則

り、特に「グランドデザイン第２ステージ」で基本目標、行動目標を設定して具体

的に進められている。校地・校舎面積は大学設置基準を上回り、各学部、研究科の

講義室、実習室、演習室など、教育に必要なスペースが確保されている。これらの

施設はほぼバリアフリーに対応しており、耐震設備の整備、防災設備の導入も進め

られている。食堂の昼食時の混雑を緩和するため、昼休み時間を設けずに時間割を

工夫することで昼食時間の分散を図るなどの工夫もなされている。さらに、アクテ

ィブ・ラーニング推進のため、無線ＬＡＮの導入やインタラクティブボードシステ

ムの導入など環境面での整備も進んでいる。また、大学院学生の教育支援として遠

隔授業システムを導入している。専任教員に対する研究室は、温度、湿度、照度な

ど物的環境や学生との面談コーナーなど適切に整備されている。 

図書館については十分な図書、学術雑誌が確保されており、電子ジャーナル、電

子データベースの利用が可能となっている。学内ネットやインターネットに接続し

て、グループ学習ができるように貸出パソコンなども用意されている。図書館には

常勤、非常勤合わせて４名の専門的な知識を有する職員がおり、大学院学生による

図書館サポーターを導入し、学部学生に対する支援を行っていることは評価できる。

また、大学院学生は図書館開館時間外にも図書館を利用することができ、図書の閲

覧、コピーができる点は評価できる。 

教育活動を支える人的支援としてはティーチング・アシスタント（ＴＡ）やリサ

ーチ・アシスタント（ＲＡ）等が配置され、教員の教育研究環境としては、研究費

の面でも個人研究費の他、国際学会参加費の補助や大学院研究指導教員への研究費

加算なども行われている。また、研究費の再分配により、教員の研究に対するモチ

ベーションが高くなり、科学研究費補助金の申請に積極的に取り組む教員が増加し

てきている。 

研究倫理に関しては、「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライ

ン」（2014（平成 26）年８月 26 日文部科学大臣決定）を受け、「研究活動の行動規

範」「研究活動の不正行為防止に関する規程」「研究活動の不正調査に関する規程」

「研究費の不正防止計画」をそれぞれガイドラインに従って改正している。改正さ

れた規程を含めた貴大学の研究活動における不正行為への対応に係る責任体系に

ついては、ホームページで公表するとともに、『研究費ガイドブック』に概要を掲

載し教員及び担当職員に周知し、研究倫理に関する研修会を開催している。利益相

反についての研修会を開催しているものの、利益相反を検証する委員会の構築が望

まれる。 
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８ 社会連携・社会貢献 

＜概評＞ 

社会連携・社会貢献の方針は、地域社会への協力として、基本目標「保健医療福

祉に関する知的資源を地域に還元し、地域の保健医療福祉の質の向上に寄与する」

とし、３つの行動目標を明示している。同様に、国際化・国際交流については、「保

健医療福祉を国際的な視点で捉え、専門職として貢献できる人材を養成する」とい

う基本目標の達成のため、３つの行動目標を掲げている。 

これらの方針は、「グランドデザイン第２ステージ」の重点課題のうち、「３．地

域貢献の推進」「８．国際化の推進」として掲げられているものである。また、大

学の理念・目的を踏まえ、年度ごとに事業計画（詳細な行動計画）として、年度初

めに教職員へ説明し、公表している。 

保健福祉実践開発研究センターが社会貢献等の諸事業を担っている。同センター

は、2005（平成 17）年度に地域支援研究所として発足以来、地域社会に貢献するさ

まざまな事業・諸活動を展開してきたが、2009（平成 21）年度に「保健福祉実践開

発研究センター」に名称変更し、①大学周辺の保健医療福祉の向上を目指した共同

研究事業、②専門職及び一般市民への学習機会の提供、③政策形成への貢献を担当

している。①については、地域社会の専門職職能団体、医療機関や社会福祉施設あ

るいは教育機関や行政、ＮＰＯ（Nonprofit Organization）団体等と共同研究の体

制を組織しその活動費用を大学が負担している。2013（平成 25）年度以降、毎年６

～７件の研究事業が採択され、継続的に事業展開されている。また、2014（平成 26）

年度には、８件の申請があり６件の採択を決定している。その活動は、地域社会の

ニーズに対応した課題解決に向かう内容である。また、公開講座として、保健医療

福祉の専門職者を対象とした「公開セミナー」と一般市民向けの「市民公開講座」

を定期的に開催している。テーマによっては、講演と演習を組み合わせたり、連続

講座として開催したりと工夫を凝らしており、参加者も約 100～360 名にも及ぶこ

とは、地域のニーズと合致しているといえる。さらに、学外団体の主催研修会へ講

師を積極的に派遣し、大学の人的資源を社会に還元している。その派遣実績はホー

ムページに公表され、どのような内容であれば派遣することができるのかをわかり

やすく周知している。 

国際交流事業については、国際交流センターを中心に、①海外の大学との交流、

②学生の海外研修及び国際実習、③学生の留学支援、④海外からの研修生、留学生、

来訪者の受け入れを主たる業務としている。国際交流事業は、「アジア・アフリカ

などの発展途上国の保健医療福祉の発展に貢献する」という創立者が掲げた大学の
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理念・目的の具現化を目指したものであり、「私費留学生授業料等免除規程」に基

づく留学生の経済的負担の軽減を実施している。これにより研究科に受け入れた留

学生の博士号の取得に結実している。また、学生の海外での保健医療福祉の専門実

習、教職員の研究や研修の講習を推進している。 

社会連携・社会貢献の検証については、グランドデザインの基本目標達成に向け

て、事業計画の達成状況や評価を、９月の中間報告、年度末の最終報告、そしてそ

れを踏まえての次年度の事業計画が立案される過程で検証し、その検証結果は教授

会に報告され、執行役員会、理事会に諮られる手続きをとっている。 

 

＜提言＞ 

一 長所として特記すべき事項 

  １）地域の保健医療福祉の質向上への寄与を目標に掲げ、保健福祉実践開発研究セン

ターにおいて、地域貢献事業研究費を設け、地域の保健医療福祉の実践現場と共

同で行う研究、地域との基盤作りとしての事業に関する共同研究の２タイプで学

内から研究テーマを募集し、これまでに浜松市等と共同で虐待予防や介護予防、

障がい者への差別防止に関する研究が行われ、地域社会における保健医療福祉の

知の還元に貢献している。また、同センターでは、看護、リハビリテーション、

社会福祉による専門職連携とリーダーシップをテーマに公開セミナーを継続して

開催し、学部の特性を生かして地域の専門職の資質向上に貢献していることは評

価できる。 

  

  

９ 管理運営・財務 

（１）管理運営 

＜概評＞ 

2016（平成 28）年度までに達成すべき大学像、貴大学が養成すべき人材像及びそ

の実現のための９つの課題と各課題に対する基本目標（方針）と行動目標が「グラ

ンドデザイン第２ステージ」として決定され、それに基づいて各部署が個別行動目

標と行動計画を事業計画として策定している。年度途中の中間評価で進捗状況の確

認がなされ、必要な対応を行い年度末に最終評価と次年度の事業計画策定を行って

いる。 

寄附行為、寄附行為施行細則及び学則に基づき学長をはじめとする所要の職を配

置している。学長は「学長候補者選考規程」に則り選考し理事会で決定している。

学部長は「学部長選考規程」に基づき、研究科長は「大学院研究科長選考規程」に

基づき選考し、理事会で決定している。教授会規程、大学院委員会、大学部長会議
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規程ではそれぞれの組織での審議事項について最終決定権限が学長にあることを

明示している。「聖隷学園組織規程」及び「聖隷学園業務管理規程」に基づき必要

な組織が置かれ、各組織の役割を明確に示しているとともに、大学部長会で確認さ

れている「役職者の役割」において、責任の所在と所掌事項を明確にしている。「聖

隷学園組織規程」で事務組織が規定され、必要な事務組織と事務役職を置いている。

職員の採用・昇格は「教職員任用規程」及び「事務職員昇任・昇格規程」により適

切に行われている。事務職員の資質向上に関する研修としては、教職員研修会、事

務職員研修会、業務別研修などを行っている。建学の精神の理解と向上を図るため

に毎朝の礼拝を行っている。また新任職員には建学の精神を理解させるために、聖

隷歴史資料館の活用もしながら授業科目「聖隷事業の理念と歴史」を聴講させてい

る。学園事務局と教学機関との意思疎通と運営方針を調整する場として企画調整会

議を定期的に開催し、重点課題についての定期的な検証、改善の方向性の確認を行

っている。 

予算編成は、毎年 12 月の執行役員会で編成スケジュールを確認し、予算単位ごと

の予算申請・ヒアリング・査定を行い、企画部が積算する人件費とともに財務部が

集約し予算編成方針案、予算原案を作成する。一連の予算管理・執行は「聖隷学園

経理規程」「聖隷学園経理規程取扱細則」「聖隷学園契約規程」「研究費取り扱い規

程」に基づいて行われている。寄附行為に基づき２名の監事を置き、監事監査を行

っている。監事は法人の業務及び財産の状況を監査することが寄附行為に定められ

ている。監事は理事会、評議員会に出席し、意見を述べるとともに日常的に他大学

の情報提供を行い、学園からの資産運用についての相談対応などを行っている。監

査法人により期中監査、期末監査の会計監査を行っているとともに、経理規程に基

づき内部監査を行っている。以上のことから予算編成・執行のプロセスの明確性・

透明性、監査の方法・プロセスは適切である。 

 

 

（２）財務 

＜概評＞ 

毎年度の予算編成において、「聖隷学園第三次中長期経営計画」を踏まえた中・長

期的な財政計画を示し、その中で、人件費比率や教育研究経費比率等の上限と、帰

属収支差額比率の確保目標を設定している。現状としては、資産処分差額等の単年

度要因を除くと、帰属収支差額は目標とする水準となっている。 

財政状況として、近年は「要積立額に対する金融資産の充足率」が上昇してきて

いること、帰属収支差額は恒常的に収入超過を確保していることから、概ね安定し

た財政基盤を有しているといえる。ただし、「理工他複数学部を設置する私立大学」
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の平均と比べて、自己資金構成比率が低く、総負債比率が高い水準となっている中

で、今後の中期事業計画においても借入金による資金調達を見込んでいることから、

これらの数値がさらに悪化しないよう、十分留意する必要がある。また、教育研究

経費比率は「理工他複数学部を設置する私立大学」の平均を大きく下回っており、

教育研究の一層の充実を図るためにも、数値目標の見直しを行い、同比率の改善に

努めることが望まれる。 

なお、科学研究費補助金等の外部資金については、全学的な委員会を組織したう

えで、研修会やシンポジウムを開催しており、申請を促進する取組みを行っている。 

 

 

10 内部質保証 

＜概評＞ 

貴大学は、大学学則及び大学院学則に「教育研究水準の向上を図り、本学の目的

及び社会的使命を達成するため、教育研究活動等の状況について自ら点検・評価を

行い、その結果を公表するものとする」と定めて、大学としての自己点検・評価の

体制を整備している。 

自己点検・評価の実施体制は、学部長と各学部自己点検・評価委員会が連携して

学部の自己点検・評価を、各研究科委員会が研究科の自己点検・評価を行い、各運

営会議、各支援協議会及び事務部門が全学に関する事項の自己点検・評価を行って

いる。自己点検・評価の結果は３～４年ごとに点検・評価報告書にまとめ、ホーム

ページにて、「2009-2011 年自己点検・評価報告書」「2005-2008 年」「2000-2004 年」

が公表されている。 

学校教育法施行規則に定められた公表すべき情報は、ホームページにて「教育情

報の公開」として公表している。また、大学ポートレートによる教育情報の開示も

開始している。 

財務情報は、法人用のホームページにて過去５年間の財務諸表を公表している。

2012（平成 24）年度より、大学の定量的データを「アニュアルレポート」として公

表している。 

内部質保証システムの整備は、大学自己点検・評価運営委員会が内部質保証シス

テムの所管部署として、自己点検・評価の基本方針の策定と実施、結果の公表を担

っている。2011（平成 23）年度の自己点検・評価体制の見直しでは、３つの改革が

なされ、①教育の質保証ＰＤＣＡサイクル、②事業計画に基づくＰＤＣＡサイクル、

③チェックリストによるチェック、の３つの柱が確立された。①の教育の質保証Ｐ

ＤＣＡサイクルは、グランドデザインの各領域のうち「教育力の向上」「学習力の

向上」に関するものである。各学部・研究科の「ＤＰ・ＣＰ関連表」に基づく学部・



聖隷クリストファー大学 

２３ 

 

研究科の自己点検・評価委員会がセメスターごとに各授業科目の到達度を点検して、

大学自己点検・評価運営委員会に報告されている。②の事業計画に基づくＰＤＣＡ

サイクルは、グランドデザインのうち、「学生募集力の向上」「学生支援の充実」「就

職力と人材教育」に関するものであり、大学部長会、大学企画調整会議、執行役員

会を経て、それぞれの行動計画の見直しをつなげている。③のチェックリストによ

るチェック項目は本協会のチェック項目についての点検であり、実際は②の事業計

画に基づくＰＤＣＡサイクル及び①の教育の質保証のＰＤＣＡサイクルにおいて

点検・評価されている。自己点検・評価にともなう内部質保証については制度、仕

組み等は整いつつあるが、学外からの意見を聴取する仕組みを取り入れるなど、さ

らなる改善が望まれる。 

前回の大学評価における指摘事項への対応については、2013（平成 25）年７月に

改善報告書を提出し、３点について「引き続き改善に対する努力」が求められてい

るが、現在もその対応を継続しており、すべての課題解決には至っていない。 

文部科学省の設置計画履行状況等調査における指摘事項（改善・是正意見）に対

する改善の努力はなされているが、一部に課題が残されている。 

 

 

各基準において提示した指摘のうち、「努力課題」についてはその対応状況を、「改

善勧告」についてはその改善状況を「改善報告書」としてとりまとめ、2020（平成 32）

年７月末日までに本協会に提出することを求める。 

 

以 上 


